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前田建設と
管 清 工 業

奥 村 組 と
ジ ャ ス ト

下
水
道
用
カ
プ
セ
ル
カ
メ
ラ
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千
葉
市
の
管
路
で
実
証
実
験

熊
本
市
下
水
管
路
で
新
技
術
実
証

�

老
朽
化
予
測・空
洞
点
検
で
予
防
保
全
へ

下
水
道
管
路
点
検
に
Ａ
Ｉ
導
入

�

損
傷
特
定
時
間
を
48
％
削
減

下
水
中
の
窒
素
を
ア
ン
モ
ニ
ア
へ
資
源
化

�

堺
市
と
産
総
研
、共
同
実
証
へ
協
定
締
結

国
交
省
26
年
度
上
下
水
道
関
係
予
算
案

老
朽
化
対
策
、広
域
連
携
で
新
た
な
支
援

�

個
別
補
助
１
・
16
倍
の
１
６
０
２
億
円

水
・
土
壌
環
境

はるひ建設と
栗 本 鐵 工 所

イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー

マンホールカード振興財団
設立１周年祝う「感謝の集い」
下水道広報のさらなる発展誓う

き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
歴

史
的
干
ば
つ
に
よ
り
積
雪
量

が
激
減
し
、
以
下
の
よ
う
な

事
態
を
招
い
て
い
る
。

　

・
ダ
ム
の
枯
渇

　

テ
ヘ
ラ
ン
を
支
え
る
主
要

５
ダ
ム
の
貯
水
率
は
約
10
％

に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
一

部
の
ダ
ム
で
は
流
入
量
が
例

年
を
大
幅
に
下
回
り
、
実
質

的
に
機
能
停
止
に
近
い
状
態

で
あ
る
。

　

・
首
都
移
転
を
巡
る
議
論

　

ペ
ゼ
シ
ュ
キ
ヤ
ー
ン
大
統

領
は
、
深
刻
な
水
不
足
と
地

下
水
の
過
剰
汲
み
上
げ
に
よ

る
地
盤
沈
下
を
背
景
に
、
人

口
約
１
５
０
０
万
人
を
抱
え

る
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
の

　

経
済
制
裁
下
で
の
食
料
自

給
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
小

麦
、
ス
イ
カ
、
ピ
ス
タ
チ
オ
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、
水
を
大
量

に
消
費
す
る
作
物
を
乾
燥
地

帯
で
栽
培
し
続
け
て
い
る
。

農
業
は
国
内
水
資
源
の
約

90
％
を
消
費
し
て
い
る
が
、

そ
の
利
用
効
率
は
極
め
て
低

い
ま
ま
で
あ
る
。

　

・
地
下
水
の
過
剰
汲
み
上

げ
　

地
表
水
不
足
を
補
う
た

量
の
水
が
流
れ
て
い
た
。
現

在
の
状
況
は
、
当
時
と
は
質

的
に
異
な
る
段
階
に
入
っ
て

い
る
。
以
下
に
、
現
在
の
危

機
的
状
況
を
整
理
す
る
。

１
．「
国
家
の
非
常
事
態
」

と
言
わ
れ
る
現
状
（
25

～
26
年
）

　

乾
燥
気
候
帯（
砂
漠
地
帯
）

に
位
置
す
る
イ
ラ
ン
（
人
口

約
９
２
８
０
万
人
）
は
、
年

間
降
水
量
が
約
２
２
８
㍉
㍍

と
少
な
く
、
１
人
当
た
り
の

水
資
源
量
も
世
界
平
均
の
約

４
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
、
も

と
も
と
水
制
約
の
厳
し
い
国

で
あ
る
。

　

首
都
テ
ヘ
ラ
ン
で
は
、
背

後
に
連
な
る
ア
ル
ボ
ル
ズ
山

脈
（
標
高
４
千
～
５
千
㍍
）

の
雪
解
け
水
を
ダ
ム
に
貯
水

し
、
水
源
と
し
て
利
用
し
て

　

イ
ラ
ン
は
現
在
、
国
家
の

存
続
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い

深
刻
な
「
水
の
危
機
」
に
直

面
し
て
お
り
、
専
門
家
の
間

で
は
こ
れ
を
「
水
の
破
産

（Water Bankruptcy

）」
と

呼
ん
で
い
る
。

　

特
に
２
０
２
５
年
後
半
か

ら
26
年
に
か
け
て
状
況
は
急

激
に
悪
化
し
て
お
り
、
首
都

テ
ヘ
ラ
ン
を
含
む
主
要
都
市

で
、
生
活
用
水
の
供
給
が
停

止
す
る
「
デ
イ
・
ゼ
ロ
（
給

水
不
能
日
）」
が
現
実
の
脅

威
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

筆
者
が
15
年
に
テ
ヘ
ラ
ン

お
よ
び
古
都
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー

ン
に
滞
在
し
た
当
時
も
、
水

不
足
の
リ
ス
ク
は
指
摘
さ
れ

て
い
た
が
、
テ
ヘ
ラ
ン
市
内

や
国
土
を
横
断
す
る
ザ
ー
・

ヤ
ン
デ
川
に
は
、
な
お
相
当

「
避
難
」
や
「
首
都
移
転
」

を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

す
る
、
極
め
て
異
例
の
警
告

を
発
し
て
い
る
。

　

・
広
範
囲
の
断
水
と
水
圧

制
限

　

テ
ヘ
ラ
ン
で
は
通
常
、
１

日
当
た
り
約
３
０
０
万
立
方

㍍
の
水
道
水
が
供
給
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
は
夜
間
の
水

圧
を
ゼ
ロ
に
す
る
「
夜
間
断

水
」
な
ど
の
給
水
制
限
が
始

ま
っ
て
い
る
。
市
民
に
は
緊

急
用
貯
水
タ
ン
ク
の
設
置
が

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　

※
参
考
：
東
京
都
の
１
日

当
た
り
給
水
量
は
約
４
５
０

万
立
方
㍍
。

２
．
な
ぜ
こ
こ
ま
で
悪
化

し
た
の
か
（
主
な
要
因
）

　

こ
の
水
危
機
は
、
単
な
る

地
球
温
暖
化
に
よ
る
「
異
常

気
象
」
で
は
な
く
、
数
十
年

に
わ
た
る
政
策
判
断
の
無
作

為
、
す
な
わ
ち
「
人
災
」
と

し
て
の
側
面
が
強
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
老
朽
化
し
た

水
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
遅
れ
、

カ
ナ
ー
ト
（
地
下
水
路
）
の

補
修
放
置
、
不
適
切
な
農
業

用
水
利
用
、
水
再
利
用
の
遅

れ
、
節
水
教
育
の
不
徹
底
な

ど
、
政
治
的
責
任
が
大
き
い

と
い
え
る
。

　

・
過
剰
な
ダ
ム
建
設

　

イ
ラ
ン
は
世
界
有
数
の
ダ

ム
保
有
国
で
あ
り
、
全
国
で

５
２
３
基
の
ダ
ム
が
稼
働

し
、
さ
ら
に
88
基
が
建
設
予

定
と
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

こ
の
ダ
ム
偏
重
政
策
が
下
流

の
湿
地
や
湖
を
枯
渇
さ
せ
、

自
然
の
水
循
環
を
破
壊
し

た
。

　

代
表
例
と
し
て
、
国
土
を

横
断
す
る
ザ
ー
・
ヤ
ン
デ
川

（
全
長
約
４
０
０
㌔
㍍
、
写

真
）
上
流
に
大
型
ダ
ム
が
建

設
さ
れ
た
結
果
、
下
流
域
の

水
量
が
激
減
し
、
都
市
イ
ス

フ
ァ
ハ
ー
ン
で
は
川
底
が
干

上
が
る
状
態
が
常
態
化
し
て

い
る
。

　

・
非
効
率
な
農
業
政
策

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表  

吉
村 

和
就

第 6回

お
わ
り
に

　

イ
ラ
ン
政
府
は
、
こ
の
国

家
の
存
亡
を
脅
か
す
深
刻
な

水
危
機
に
対
し
、
新
規
ダ
ム

建
設
、
海
水
淡
水
化
、
人
工

降
雨
、
テ
ヘ
ラ
ン
で
の
夜
間

断
水
や
節
水
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
水
利
用
に
対
す
る
罰
金

制
度
の
強
化
、
隣
国
パ
キ
ス

タ
ン
か
ら
の
水
輸
入
検
討
、

農
業
灌
漑
の
効
率
化
、
地
下

水
汲
み
上
げ
規
制
、
漏
水
対

策
の
強
化
な
ど
、
短
期
・
長

期
の
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
気
候
変
動
の
激

化
に
加
え
、
経
済
制
裁
下
で

外
国
か
ら
の
技
術
・
資
金
支

援
が
限
定
さ
れ
る
中
、
こ
れ

ら
の
対
応
は
十
分
に
機
能
し

て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
国

民
生
活
へ
の
影
響
は
深
刻
化

す
る
一
方
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
「
焼
け
石
に
水
」

の
状
況
で
あ
り
、
イ
ラ
ン
は

世
界
で
初
め
て
「
水
の
破
産

に
よ
る
国
家
存
続
の
危
機
」

に
直
面
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
、
過
言
で
は
な
い
。

め
、
１
０
０
万
本
以
上
の
井

戸
か
ら
無
制
限
に
地
下
水
が

汲
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
地
下
水
脈
が
枯
渇

し
、
年
間
数
十
㌢
と
い
う
世

界
最
悪
水
準
の
地
盤
沈
下
が

発
生
し
て
い
る
。

　

現
地
報
道
に
よ
れ
ば
、
イ

ラ
ン
国
土
の
約
３
・
５
％（
約

５
万
８
千
平
方
㌔
㍍
）
が
地

盤
沈
下
の
影
響
を
受
け
て
お

り
、
こ
れ
は
日
本
の
国
土
面

積
の
約
15
％
に
相
当
す
る
。

　

・
経
済
制
裁
の
影
響

　

長
年
の
経
済
制
裁
に
よ

り
、
水
イ
ン
フ
ラ
更
新
に
必

要
な
資
金
や
最
新
技
術
の
導

入
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

送
水
管
・
給
水
管
の
老
朽
化

に
よ
る
漏
水
が
放
置
さ
れ
、

テ
ヘ
ラ
ン
市
内
の
漏
水
率
は

約
30
％
に
達
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
地
盤
沈
下
に
よ
る
配

管
破
断
が
被
害
を
拡
大
さ
せ

て
い
る
。

３
．
社
会
的
・
政
治
的

イ
ン
パ
ク
ト

　

水
問
題
は
も
は
や
環
境
問

題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
の

安
定
や
治
安
を
直
接
脅
か
す

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

・
水
紛
争
と
抗
議
デ
モ

　

水
配
分
を
巡
り
、
地
方
都

市
で
は
住
民
と
政
府
あ
る
い

は
州
同
士
の
衝
突
、
い
わ
ゆ

る
「
水
暴
動
」
が
頻
発
し
て

い
る
。
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
州

で
は
、
農
民
が
ザ
ー
・
ヤ
ン

デ
川
の
水
配
分
に
抗
議
し
、

ポ
ン
プ
場
へ
の
放
火
・
破
壊

に
発
展
し
た
。
治
安
部
隊
は

催
涙
ガ
ス
で
鎮
圧
し
た
が
、

そ
の
後
も
抗
議
行
動
は
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
。

　

・
水
を
失
っ
た
気
候
難
民

の
増
加

　

水
を
失
っ
た
農
村
部
か
ら

都
市
部
、
さ
ら
に
は
国
外
へ

移
動
す
る
「
気
候
難
民
」
が

増
加
し
、
社
会
不
安
の
火
種

と
な
っ
て
い
る
。
政
府
発
表

に
よ
れ
ば
、
水
を
失
っ
た
国

内
避
難
民
は
約
80
万
人
に
達

し
て
い
る
。

実
証
実
験
の
様
子

新
・
世
界
と
日
本
の
水
事
情「

水
の
破
産
」
に
直
面
す
る
イ
ラ
ン

枯れたザー・ヤンデ川。川床が歩行者
通路に（2008 年）

那須氏

（国交省資料より）


